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１．研究計画の概要  当初予定していた観測実験に向け、順調に

作業が進められている。共同実験であるため、
米国のスケジュールに影響を受けている部
分もあるが、打ち上げから大気の薄い高層部
をへて、観測にいたるまでの時間中の検出器
の動作シーケンスや観測対象からの硬 X線強
度を正確に決めるための擬似イベント発生
の乱数発生回路の開発、ロケット実験に必要
な自律的動作回路など、本研究で想定してい
る部分については終了している。また、次期
ロケット実験を NASA に提案し、高い評価（ス
コア）によって採択されているなど、エクス
トラサクセスの部分もある。 

本グループが開発を進めてきた先端的硬 X線
イメージャーを発展させ、ロケット、大気球
など迅速な実験が可能な機会を用いて相対
論的天体の観測を行うとともに、Fermi、す
ざく、RHESSI 衛星などを用いた相対論的現象
にもとづく非熱的放射の観測研究を行う。さ
らに将来の小型飛翔体を用いた観測をめざ
した検討や検出器開発を行う。 
 
２．研究の進捗状況 

カリフォルニア大学バークレー校SSL (Space 

Science Lab.)と協力して、ロケット観測実験

の準備を進めている。焦点面検出器に用いら

れる多チャンネルアナログVLSIと組み合わせ

たファインピッチSi両面ストリップ検出器の

開発を進めている。SSLに複数回滞在し、噛み

合わせ実験を行うと同時に、2011年度に打ち

上げが予定されているロケット実験の観測計

画の策定を共同で進めているほか、Fermi、す

ざく、RHESSI衛星などの観測データを使った

解析を行い、論文にまとめている。将来の観

測実験に向け、関連分野の研究者と討議をか

さねるとともに。80 キロ電子ボルトまでの硬

X線領域でより高い感度を持つテルル化カド

ミウム検出器の基礎開発を両面ストリップ検

出器、ピクセル検出器の両方で行った。検出

器の実装方法について検討を進め、ロケット

実験や気球実験を視野にいれた格納容器の開

発を行い、イメージの取得等に成功している。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 秋に予定されているロケット実験の準備
を進めるとともに、Fermi、すざく、RHESSI
衛星などを用いた相対論的現象にもとづく
非熱的放射の観測研究を積極的に行う。検出
器開発については、次期ロケット実験をめざ
し、より効率のよい硬 X線イメージャーの開
発を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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